
 

ウォーターセル株式会社

営農支援アプリ「アグリノート」が推進する

オープンプラットフォーム戦略



2会社概要

◼ 所 在 地： 新潟県新潟市

◼ 設 立： 2011年7月

◼ 創 業 者： 長井 啓友（IPA情報処理推進機構 未踏スーパークリエータ）

◼ 代 表 者： 渡辺 拓也

◼ 従 業 員： 31名（2024年4月現在）

◼ 主なサービス： 営農支援ツール アグリノート

営農情報共有ツール アグリノートマネージャー

米取引マッチングサービス アグリノート米市場

◼ 株         主： 三菱商事㈱、ベジタリア㈱、㈱NTTデータ、
㈱伊藤園、井関農機㈱、ヤンマーアグリ㈱

ウォーターセル株式会社



3ウォーターセルが目指すもの

生産者の役に立つ情報プラットフォームを提供し、

営農情報のデータ化、共有、連携で農業界の課題を解決



4アグリノートとは

営農に関するさまざまな情報を記録・集計・出力する

営農支援アプリ



5アグリノートの導入実績

2012年のリリース以来、

今年 12周年 を迎えました!

利用組織数：23,000組織~、 登録圃場数：110万圃場~、 登録圃場面積：28万ha~



6アグリノートマネージャーとは

生産者が「アグリノート」に保存した

営農情報を集約し、コミュニケーション効率化を実現



7アグリノートマネージャーとは

JA生産部会事務局や
集荷場担当職員

産直市場や
食品メーカー
集荷担当

GAP団体認証
事務局

地方自治体の
普及指導員

多数の農業生産者と
直接関わる方

資機材メーカーや
販売店営業担当

生産現場の今が見える 組織内で共有できる 過去実績がわかる

◎ 改善活動ができる ◎ ノウハウがたまる ◎ 時間と手間が減る

生産現場の情報を集約

誰のどんな役に立つか



8アグリノート米市場とは

インターネットで実現する新しいお米のマーケット

・売り手1,600組織以上

・買い手45組織



9GHG可視化/削減における課題を解決

課題①

そもそもGHG可視化が困難

課題②

経済的インセンティブがない

解決策①  生産者データを収集、
GHG排出量を可視化

企業にPRデータを提供
農産物のブランド化、

単価向上に貢献

カーボンクレジットの
申請効率化に貢献、
クレジット収入創出

何をどう計算すればいい?
データ集めるの大変…

やっても儲からないことは
やらない

環境に配慮して生産され
た米を調達したい企業と

マッチング

GHG排出量算定事業者
（算定ロジック、川中・川下）

データ連携し、
サプライチェーン全体の

GHG排出量を算定

解決策②  

（川上の活動量1次データ）



10GHG可視化/PRの取組（あいち農業イノベーションPJ）



11オープンプラットフォーム戦略の推進



12（具体例）井関農機様との共創

出展：弊社HP https://lp.agri-note.jp/machine-option/iseki.html



13（具体例）バイエル様との共創

出展：バイエル様作成資料



14（具体例）伊藤園様との共創

出展：伊藤園様プレスリリース https://www.itoen.co.jp/news/article/64257/



15協業ニーズ

“デジタルを活用した農業界の課題解決”にご賛同頂ける皆様、

ぜひお気軽にお問い合わせを！

トップページ右上の“お問い合わせをクリック

民間企業様

JA様

企業様

自治体様



www.agri-note.jp
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